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前回（金沢大学教養部論集・人文科学篇2）カロッサの詩を，光の象徴を中心にして，
それが初期，中期と，いかなる展開を示したか見て来た。すなわち，初期のその象徴は，
詩作意志の象徴であり，どちらかというと，その詩作意志と同調して変化する，外的な
光であったし，中期では，内的なdamonischな愛の象徴であった。そしてそれが，普
遍的な人類愛という形に昇華された象徴となって展開したのを見て来た。
今回は，後を引継いで，詩人の晩年の詩を，特に第二次大戦を中心にして見，詩人が
この苦しみに満ちた時代を生きながら，いかにその人類愛という光の象徴をうたわねば
ならなかったか，うたうことが出来たかを見ていきたい。
そして前回の〃はしがき〃に書いたごLichtforscherミとしての疑問を，どうして発せ
ねばならなかったかをたずねると共に，カロッサが，時代の苦しみの中に詩作しながら，
当時の表現主義や，現代詩からかけ離れた詩風を,Goethe的な詩風を，どうして示した
のか，そしてそれをいかに評価すべきか，現代詩の方向とにらみ合わせていきたい。
1詩人としての使命
htriibenStreifen
GlimmtMorgenr6te
LautlosimSchneegezweig
Schliipfendiedunklen
UberwinterndenV6gel.
EinStembildleuchtet,
Indemeshinlischt,
NOcheinmalauf.
薄暗い縞となって，
朝明けが，輝く。
音もなく，木の枝の，雪の中を，
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暗い，越冬の烏たちが，
するり，するり，と飛ぶ。
星の姿が，
もう一度，明るくきらめいては，
消えていく。
第二次大戦中,1940年から1945年にかけて，できた詩であって，詩人が，烏のわずかの
動きの中に，自分の，痛ましい心境をうたったものである。なにげなく，朝明けの情景
と烏の動きをうたっているようで，最後の詩句，ご星の姿が，もう一度，明るくきらめ
いては消えていくミは付け足しのようだが，これによって，詩全体が，こじんまりとま
とまっている。
詩人が，国内にあって，思想の弾圧のもとに，絶えず，身の危険を感じている時のこ
とであって，北方の烏も，暗い運命を担った生き物と，うつったであろうし，烏たちが，
厳しい冬のさなか，雪のたちこめる中でも，するり，するりと，飛んで生きていること
に詩人は，深い感動をおぼえているのである。詩人は，小さな生物のそんな動作に，自
分が不安な国内にあって，危険にさらされながらも，ともかく，生きてし､く，そんな姿
を見たのであり，うたったのである。
間をおいて，繰り返されるγとlの流れと共にtriibenとGlimmt,lautlosと
schliipfenといった反意語をならべることによって，不協和な，したがって，不安な雰囲
気をかもし出している。特に,schliipfen(するりとすべる）という語は，この静かな情景
の中で,唯一つ,軽快な動きを表わしていて，みごとに生きている。詩、Marz=Anfang,
にも，同様に,烏がうたい地蜘蛛が走るのを見て，生のよろこびを，感じないではい
られないことが，うたわれている。詩人が，わずかな生命の動きに，感動し，うたって
いるのも，危険な時代にあったからこそである。
終りの三行、星が，最後に，輝いて消えていくミという光の象徴は，観念的に，付け
足した感じが強く，初期から，幾回となく繰り返された表現であり，いわゆる’ゲーテ
的な言葉であって，又もか，という感じがしないわけではない。しかし，その象徴は，
中期の、SeligeGeWissheit､や,､MysteriumderLiebeミの光の象徴のように,燃えるよ
うなものではない。むしろ初期の、Sternenliedぐや、DerMorgengangミの象徴に近い◎
だが，違うのは，ここでは燃え終ろうとする輝きであり，老いながら，もう一度，なに
かをしようとする，光の象徴であって，具体的にいえば，もう一度，最後に，愛をうた
おうとする,詩人の心である。ごStemenliedミや、DerMoIgengang、での象徴は,外的な
理想そのものであったが，ここではむしろ，晩年の詩人そのものの象徴である。
1930年代の初頭,Hitlerが台頭した時，ドイツは，第一次大戦の敗北とインフレで，
疲弊し，混乱していた。詩人がミAbendlandischeElegie(1943)この中で，､われらの
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進む道を照らす光を，われらは慈悲なき者の中に求めていた。､と述懐しているように，
インフレの世に姿をあらわした当初のHitlerは，一般市民には，当然，救い手と思わ
れただろう。しかし，すでに，カロッサは，それが悪魔であることにすぐ気がついた。
ミUngleicheWeltenミの中でご1934年の夏の殺裁が，世界を驚かせた後は，忠告や警告
は，どんなに腕曲に，どんなに暖昧にいわねばならなかったことかご(S.67111)とか，
､言葉が束縛され，監視されている混乱の時代にあっては，書くことを使命としている
ものは，誰れでも，外界の敵意ある騒擾に対する彼の心の答を意味するある形態を，な
んらかのかくれみのに，身をかくしつつ織り上げて行くだろう。(S.80911)といって
ミAndasUngeboreneミの中の詩句をいくつか上げている。
､それ故，お前は，心を古い泉の底へしずめ，
そして，よろこびの日には，お前のひたいに，えらくさをまけ〃
× ×
、…………みつけものを一つ一つ集めて…………
危機の時代にそれを守り，かくまうことは，敬虚な奉仕であろう。
この奉仕のために，誰一人，弱すぎることはない。ミ
国外亡命もせず,Hitlerの讃歌まで書かされたという(H・M･Enzensberger．､詩と
政治ミ）。詩人は，そのために非難されるが，それは当たらない。医者としてとどまらざ
るを得なかったであろうし，なによりも，詩人自身の故郷への志向が，故国を離れるこ
とを考えさせなかったことであろう。どんな讃歌か発表されぬので，知るよしもないが，
国内にあって，亡命するための防禦手段であったろう。（詩人は、UngleicheWelten"
で，およそ嘆際は,詩作したのではなくて,当局が，かってに，過去のいくつかの詩句を
組合せて発表したのであって，それもむしろ，精神的努力を怠っている人々に対する警告
の叫びになっていたミと述べている｡)又,1939年,､EinsamkeitundGemeinsamkeitミ
（講演と思われる）の中で，歴史上の偉大な芸術家たちを上げ，彼等が時代に対して，
どんな態度をとったかを述べ，自分のとるべき態度をにおわせている。Nazisの下で，
苦しい発言をしてはいるが，詩人の真意をくむと，ご真の詩人は，同時代の人々に対す
る活動的な愛が必要だ，と知っていて，盲信的な時代にあっては，孤独であることによっ
て，自己を形成し，正しいものを見，造り，判断し，それで，共同社会に参加するのだ。
ミといっている。ごよろこびの日に，額にえらくさを捲け。ミミ危機の時代に，正しい
ものを大切に守れ。ミとゲーテ的な叡智の言葉でうたい。ミ病める時代に孤独者こそ救
いの言葉を知っている｡ミと腕曲に人類愛をうたっていた詩人は，政治的，思想的圧力が
ますます加わって来た時，さらにはげしく，人類愛をうたわないではいられなかった。
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それは，、もう一度，明るくきらめいて，消えていく，ミ詩人としての使命を感じて
いる晩年の姿であったのだ。
詩人は，国内亡命の身の故に，いろいろの詩作態度を示した。そんな詩人の姿の，は
げしい屈折の跡をたどって見たい。詩人としての使命を果す晩年の姿を尋ねることだ。
詩,､ImaltenHausebeimBahndammミでは,どうにもならない，重苦しい気持が，
一種の焦躁感としてうたわれている。
ごまだ，夢さめやらず、一眠りからめざめると，
まだらの光が，室内をすばやく滑っていく，
夜汽車が通りすぎるのだ。
壁の戸柵の中で，ガラスの器が，かすかに鳴る。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■■●●■、
自然に，眠りへ戻ろうとするが，
どの感覚も，一層深く，冴える。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
聖なる静けさは，魂にとって，呪いのようにうなる。
魂は，流れや汽車と共に，
広く，危険を通って，
消耗していく時間の中へ，旅立ちたいのだ。
生動する行動があり，
国境が，炎の中で，消えているその時間の中へ。
､
、聞きなれた時計で，安堵したり〃感覚を鋭くしたり，異常に国境へかりたてられたり，
静かな外景にとけこんだり，汽車の通りすぎる度に繰り拡げられる詩人の心のはげしい
屈折は,この詩の生命となっていて,異常な神経をほうふつと感じさせる｡それは焦躁感の
故なのだ。、時間の止ったミミ静けさミからミzehrend(消耗している)ミ時間の中へ，国境
が炎となって消えているところへ，かりたてられる，激しい衝動，つまり焦躁感は，ミ国
内にあって，絶えず亡命感を抱いているミ詩人が，静かに落着いていられなかったがため
のものであろう。詩の最後の部分は，落着きと，平和な静けさがうかがえるし，このご聖
なる静けさミも直接,Nazisの圧迫をうたったものではない｡がしかし，詩人の内部の被
圧迫感は，そんな静けさに，異常に感覚を鋭くさせているに違いないのだ。((DieSchinen
schimmerndurchdiinnesGras(鉄路が，痩せた草の中に，かすかに光っている）のか
すかな光は，冷たく，寒さをおぼえて，詩人のそんなとぎすまされた感覚をうかがわせ
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る。））それで国内の静けさより，遠くの戦場と化しているところへ駆りたてられるのだ。
詩ミFremdeWeltミも，そんな自分の心境を，山雀の姿でうたっている。､自分の答で
もない危険に目がくらんで，祭壇にあたって翼を傷つける。ミと。
’そういう圧迫感をもちながら，彼は国外亡命者をどんなに羨しかったことか。詩人は
ミUngleicheWelten、で，それを複雑な気持を混じえながら，彼らがなんでもいえるの
を羨やんでいる。(S.71111)◎だが，詩人は、外部にあって,Nazisを刺戟して，情況
を悪化させるよりも国内にあって，一人でも救おう､と努めた。詩〃DieGefangeneund
deralteMannミは，ささやかではあるが，その積極的な姿勢の内発性から生れている。
冬の北風に答打たれて，仕事を強いられている捕われの女がうたうこの詩は，哀れなひ
びきをもっている。
ミあたしらが雪の上に，青い布地をひろげながら，
北風の答に打たれ，疲れて，熱っぽい時，
捕虜収容所の厳しい見張人たちは，
あたしらの仕事ぶりを，四方八方から監視する。ミ
その中で，老人（勿論，詩人）についてうたう詩句は，それだけに虐げられた人々に対
する詩人の悲痛な面持ちと，彼らへの愛をほうふつとさせる－､あの人は，あたした
ちがどんなに悲しんでいるかを感じている。あの人はひとりぼっちなのだ……そしてと
きどき，あの人が金色の膏薬をくれるので，両手の傷がおかげで夜の間に治るのです。ミ
ー老人の出来ることといったら，､春には，自由の身になって，故郷へ帰れるよ。ミ
と予言し，傷薬を与えることしかない。だからといって，詩人が人類愛をうたう意志が
弱いというのではない。むしろ，そこには，身近かな，人種差別のない，暖かい交流が
ある。詩人はそうしかうたう方法がなかったのだ。ミ勝利で，目がくらんでいる，おも
しろくもなさそうな勝利者よ人と捕われの女に痛快な口調でいわせているのも，当時
としては，相当覚悟が必要だったことを知らねばならない。
ごAbendlandischeElegie(1943)ミはそうした気持から生れた最もすぐれた詩であり，
当時の詩人の詩作の姿勢を集大成したものである。Nazisの膝下の文壇であるヨーロッ
パ著作同盟の議長になることを避けるため，イタリー旅行し，そのままイスキア島に渡
った。事実上の亡命である。そこで思う存分，心境をうたうことが出来た。
ごわれらの上に，夕べがおりてくるのか？おお，夕べの国よ／
われらが，耐えしのんで苦しんでいることを，おんみの予言者たちは，
すでに，前もって悩み，前もって告げていた。
？↑？？？●？●？､●Q･●●●？？？●？？？？●？？
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けれども，かれらは，何も進路を変えはしない。
そして，避けられない運命が起ると，
それを運命とは認めず，それを救いとよぶ。
わたしは予言者ではないが，おんみの友でありたい。ミ
多くの戦いで，破壊されては，新たに建設されて来たヨーロッパに，またしても，惨
めな荒廃の時が来たことを，ミタベミとよんだ。時間的なことばかりでないのは，いう
までもない。それは，ヨーロッパ人の，そして詩人の息づかいである。－古くから，
ヨーロッパの賢者たち，予言者たちは，戦争を予言したものだった。此の度も，予言者
達は第二次大戦を予言した。（自分もである。）だがどうすることも出来なかった。－
ご自分は予言者ではなく，よろこんで，おんみの友でありたい。ミと詩人はいう。予言
者であった詩人があえてそういう時，この一言に，どれほど詩人が国内にあって，国外
から非難され，国内からは，圧力を加えられて苦しみ，それでもなお，祖国ヨーロッパ
の状態を，身をもって切り抜けようとしているか，その姿勢がよくうかがえるのである。
長編のこの詩は，破壊されていく町，すさび行く人々，そんな姿は，自分達が指導者を
間違って選んだ罪によると，悲痛な面持で，うたう，－ヨーロッパは，いろいろな民
族から成っている。だがたった一つのこと，我らがみんな，一つの星の上にいるのだと
いう，ただこれだけのことを忘れ，互いに信じ合えぬ人間となり，愛の光をもつ人でさ
え，それをわざわざ隠すまでになっている。ヨーロッパの長い歴史の一時点で，一瞬，
時が鳴らなくなれば，数千年の計画はなんになろう－とおよそこのようにうたう。だ
が，ごおんみの友でありたいミといった詩人は，そんな嘆きの中から，すでに，錯乱し
ているヨーロッパの立直りはいかにして出来るか追求し始めるのである。それは詩人が，
詩や散文の作品全体を通じて常にもっている，根本的，前進的な姿である。詩人は，ヨ
ーロッパの長い歴史の中で自己の生を，根源的な人間の姿を，そしてヨーロッパの普遍
の姿を追求する。そして芸術の都フィレンツェでミケランジェロの彫刻ミ夜､にそれを
見てとった。
ミ「夜」だ。裸でまどろむ偉大な女だ。
時を超えながら，しかもわれらのあらゆる日々の母である夜よ・
そのかたわらを，数百年が過ぎていく。
●●、●●9■巳●●●●●●●●●●●●●
彼女への郷愁は，われらの優しい遺産だ。
そして，いかなる愛も彼女の中に天国を求める、
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ミケランジェロの四部作，朝・昼・夕・夜，と時間の悠久を象徴する名をもつ，これ
らの彫刻は，製作当時の混乱したFirenzeの町にあって，完全な美，調和の美を保って
いた。中でも､夜ミは静かな落着いた，全てを経験した姿で，一切を包括し，ゆったり
した美しさをもっている。詩人が，それをご母ミとよぶ時，彼の心には当然，このご夜ミ
の姿に，一切の普遍的なヨーロッパの精神文化が象徴されているのを見てとったのだ。
ご空を飛びかう飛行機、について，ミ破壊のための無慈悲な機械ミについて，ご巨大な
船ミについて語る時，詩人は，文明に対する深い疑惑と，それを超越した，普遍的な精
神遺産を思うのだ。
詩人が，特に，ミ夜ミに注目したのは偶然ではない。ミケランジエロは，それに，メ
ジチ家の没落と運命を予言し，自由都市Firenzeの敗戦の屈辱，そして崩壊を悲しむ姿
も刻んだからである。幾度となく，法皇，皇帝，メジチ公一族に支配されては交替した
Firenzeは，再度メジチ家の勢力が盛りかえした時(1530年）自由都市は滅亡し，その
暴政は，市民を苦しめた。彼は，そのメジチ家のために，しかも平然とメジチ家を無視
したやり方で創作した。あたかもそれは，詩人の姿でもあった。詩人はこのことを知っ
てのことであろうが，ご夜ミの祖国を悲しむ姿に，適確に，自分の姿を見てとったので
ある。
ご夜ミ，彼女は無言だ。美に充ち，苦悩に充ちて無言だ。
われらは，むしろ，彼女から悲しみ悼む仕方を学ぼう。
なぐさめに甘えず，忍耐しながら，悲しむ仕方を。ミ
これは，消極的なのではない。これまで，カロッサの詩，散文作品の根底になって来
たGoetheのいう、Stirbundwerde、の変容である。苦しみの中に，じっと耐えて，愛
の光を見い出そうとするのだ。愛の光は予定的にあるのではない。戦争の荒廃と,Nazis
の圧迫に苦しんだ中で，自ずと生じてくるものなのだ。枯れて捨てられたひまわりを，
愛の比嚥的な象徴であるこの太陽の似姿(Gegensonne)を積極的に育て上げる挿話は
ミAndasUngeboreneミの一少女が，敵の手から，牛を救った故事にも似て，そのよう
な窮状から生じる詩人の根本的な理念なのだ。かくして詩人はうたう。
ご花は散る。しかし開花の意義は永遠だ。
ひまわりの花を通じて，夜明けの国がひそかに，われらに挨拶する。
●●●●、●●●●●●●●､●●●●●●●●●●
おお，夕べの国よ′貧しくなりながら，こんなにも豊かな国よ！
●●●●･●●■●●●●●●●●●●●●●●●●
その時，再び希望をもて，熱病を患う夕べの国よ／
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そして，勇気を汲め！守られた魂が，
盲目的に，破壊されたものを，おのれの中に，新たに建て直す時に，
その魂が，われらすべてに好ましい仕事を与えるだろう。
廃城から，いつかは，祝福の日が昇り，
その時，われらは，もはや光を隠す必要がない。
●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●■
そうだ。どんな一日であれ，どんな一時間であれ，
われらは，その時，必ず純粋な開始の中にいるのだ。
地上の星座を作る計画に参加しながら，
われらは，暗さの増大しているこれらの歳月を嬉々として，耐えてい
くだろう。ミ
詩の終りに，このような格調高い（又もやごそうだどんな一日も……、の詩句など，
Goethe的な言葉に充ちているが）充実した詩句をうたった。Hitlerの，そしてドイツ
の敗北を予想しながら，ヨーロッパの，そしてドイツの再建をめざして，そのますます
厳しくなっていく悲惨さを身をもって耐えぬこうとする。そう国民に呼びかけたのであ
る。廃嘘の中から，苦しみの現実の中から生れる愛の光は，それだけに強く，そんな光
をもはや，隠す必要のない日を，彼は，人々のために，求めてやまなかったのだ。
詩人は,その他の詩ミDerkleineLeser，(1942)やミGestreiftvomTodeswind(1943)ミ
u､s､w・で，空襲を，防空壕での貧しい生活を，戦死者達の報告を，戦場と化している冬
の農耕地をきわめて写実的にうたう中にも，やはり，そんな戦争のどよめきの中にあっ
て，じっと耐え忍ぶ少年や，死の風に触られながらも，それだからこそ，力強く，ささ
やかな自分の仕事を続けていくことをうたう。
､DieFluchtミでごDasMadchenvonDobrowlany、で人類愛という光をうたって以
来，時代の苦難の中に，それをこのように，いろいろの形でうたって来た。ご消えなが
ら，もう一度明るく輝くミとうたい，ミもはや光を隠す必要のない日､を求めて，ご夜ミ
のごとく耐えしのぶことをうたう時，そんな光の象徴は，中期のそれとほとんど変りな
く，むしろ拡がりと重さも感じられない。がそれは，より厳しい，強い，悲痛なひびきを
もっているのだ。戦争という現実の場でうたったからである。苦難の中で，愛の光の象
徴をうたわないではいられない詩人としての強い使命感がそうさせたのだ。詩人がミモ
ーツアルトは，この世の権力者が彼に加えた侮辱に対して，どんな武器をもっていただ
ろう。彼は，ますます，美しい音楽を作曲したということだけだ。ミという時，それは，
詩人が時代の暗い世界で，光を，人類愛をうたって，国民に呼びかけることが詩人の使
命であると感じてのことなのである。
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詩人はうたうだけを使命としたのではない。実際，国内にあって，微少なりとも，ユ
ダヤ人達，著名な作家達，その他の政府から追求された人達を，嘆願しては，救ったの
であった。ミケランジェロは，皇帝であれ,法王であれ，民衆の圧倒的な支持を受けてい
て侭然たる態度をとることが出来たのであったが，それほどまで出来なかったにしても，
民衆の心に入り込んでいる詩人は，ある程度力になることが出来たのだ。これまで見て
来たような，暗職に充ちたNazis攻撃の愛の詩をうたった詩人が,Nazisの文壇に名だ
けでも入らねばならなかった姿は，当時，国内に留まっていた人々,しか解らぬ微妙な心理
であったろう。詩人の根本的な調和の思想がそういう態度をとらせたこともあろうし，
ひたすら，ご耐えしのんで正しいものを保持しようミとしきりにうたうのも，詩人の常
の態度もさることながら，そううたうしか方法がなかったからに外ならない。出来る
だけ使命を果したのだ。－戦争も末期，パサウ市の神父と，市の防禦放棄請願書を提
出するに及んで，詩人の死刑軍事会議が開かれようとした，この危機に，幸いにも，ア
メリカ軍の思いがけない早い進入のために，九死に一生を得たのであった。詩人の請願
書提出の前夜，同様に，書翰を提出した説教師は，すでに処刑されていたのである。
戦争が終った時,カロッサには，美しい詩が一度に出来た。ごSterniiberderLichtungミ
もその一つである。
､DieKnechtefallenBaumumBaumimWald.
WieVogelnest,vomHerbstepreisgegeben,
SosichtbaristnununserAufenthalt,
UndalleschauninunserWerktagsleben.
Dasleise,schaurigeGebrausiststumm,
DasunsreMiihentrugaufheiligerSchwinge-
Wirmiissenfeiern・UnsreZeitistum.
WirgehenhinausundzahlenJahresringe,
、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
AustiefemAbendglanzteinhellerStern,
DenwirvorlauterWaldsonstniegesehen.
ErmahntzurHeimkehr,undwirfolgengern.
WirmiissenvordemklarenLichtbestehen.
0
｡
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（下男たちが，森の中で，木を次々と伐りたおす。
鳥の巣が，秋の手に覆いをはぎとられるように，
今では，われらの日常の生活が，誰れにも見える。
われらの努力を聖なる翼にのせて，はこんでいた
かすかな，おそろしいざわめきが沈黙する－
われらは仕事を休まねばならない。われらの時節は過ぎ去った。
われらは，外に出て，年輪をかぞえる。
●●●、●●●■●白●●●●●●●●●●
深い夕べの中から，明るい星が輝く，
それを，われらは森にかこまれていて，いつも見たことがなかった。
星は，家へ帰れと促し，そしてわれらはそれによろこんでしたがう。
われらは，その明るい光の期待にそわねばならない｡)
頭韻を踏み，同母音を繰返し，流I陽であって，それと共に，森の中に静かな明るい一
角が出来ていく変化と同時に，老いた人々が安堵していく気持の変化が同調している。
平和でのどかだ。この深い落着きと，静けさは，カロッサの詩風を代表するものである。
のどかな情景，それは，戦争の重苦しい日々が去って，詩人の心に，森の空地のように
明るい気持があったからだ。松風のかすかなざわめきも，戦争の，飛行機のざわめきの
ように,､schaurigミに思われたのであって，それが止んだ今は，、時が一転したように
思われたのだミわれらの時節は過ぎた。外に出て，年輪をかぞえる。ミという詩句は，
汲みつくせない深い味がある。しかしこの詩は明るいというだけではない。ミ木が伐ら
れて，烏の巣のように，家が丸見えになったミという表現には哀れさがある。そんな姿
は，明るくさっぱりしてはいるが，惨めなのだ。戦争で廃嘘と化したドイツの姿でもあ
る。ミ星が，家へ帰れ………ミという詩句は，これまでも幾回となく繰返された表現で，
極り文句であるが，詩人として，やはりそういわずにおれない気持のあらわれであろう。
つまり、Heimkehrミの、Heimミは家と，そして荒廃したドイツの現実である。そんな
ドイツに、愛をかくさなくていい日ミがやって来たことを確信し，それを基に，再建し
ようというのである。
それには，又も，ドイツ国民の余りにも片寄りすぎた生き方に，これからが罪のつぐ
ないの時だと呼びかけねばならなかった。それは又，自己に対する反省でもあった。
"おお，早くも幾百万の人々が，
0
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光の哲学をたてることでも，光そのものを目的としたものでもなく，究極的には，そう
いう暗い現実の場で，生を，愛を追求するに外ならなかったのであって，光とは，それ
らの総合的象徴的形体であったのだ。そのような，詩人としての使命の確認であった。
ご真と偽をみわける父が，やがて見きわめるであるうぐと詩人がいう時，それは，愛の
詩人としての確信をもち，そして自分の詩を世に問うことだったかもしれない。
歴史的関連を念頭に考察する，と前書き（前回に）したにも拘らず，カロッサの詩を
このように見て来た時，初期にお､､てこそ，デーメルやモンベルトの影響が見られたの
であったが，中期以後は，全くゲーテ的な思想を中心に，表現主義運動の時代思潮にと
らわれずに，独自の詩風を示していることがわかった。第一次大戦後ドイツを風扉した
表現主義運動を，彼が知らなかったわけではない。、FiihrungundGeleitごやその他に，
どれほど同時代の詩人達に，文学に接しているか読みとれる◎にも拘らず，その時代の
流れにのらず，ゲーテ的な詩風を示しているのである。それをいかに評価すべきか，ゲ
ーテの詩との関連において述べてみよう。
2ゲーテの詩との関連
カロッサが，ゲーテの後継者であることは，これまで，諸研究者が指摘しているし，
詩人自身がごFiihrungundGeleitミや、WirkungenGoethesinderGegenwartミな
ど，いたるところで認めていることから論を待たない。それ故，評価の基準としては，
どの程度，自分のものに消化し，独自の詩風を持つことが出来たか，が問題となるであ
ろう。光の象徴を中心にもう一度，初期から順を追って考察してみたい。
最も初期の詩,､Stellamysticaミに次のような詩句があった。
、かくて夜となった………
………われらの額の上，高く， 一つの星が，白い星が，…………
そして，この星，すばらしい星は，
われら自身の内に沈んで，永久に，
まことに，われらを妻わして，燃えるだろう。ミ
この詩には，デーメルの神秘的な思想が各所に見られた（前回参照）が少くともこの部
分は,Bertramも指摘しているように，むしろ,Romantiker,ノヴァー リスのミ夜の
讃歌ミを思い出させるものである。
ご心安らかにあれ，永遠の生に向って，
人生は歩み行く。 ●●●●●●●●●●●●
｢カロッサの詩について」
●●●●●●●●●●●●g●●●●0●●●●
星の世界は融けて流れ，
黄金の生命の酒となって，
われらは，それを飲み，味わって，
光さやかな，星となるだろう。ご（ご夜の讃歌ミ第五讃歌）
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二人が結ばれて星となって燃えるという表現はなんとよく似ていることか。だがそれで
もこれらの詩の方向は違っている。ノヴァー リスのは，死というミ永遠の生ミに向って
のことだしカロッサのは文字通りのご生ミヘ向う点だ。ご空間の不思議な現象にもまし
てよろこばしい光ミをミ光りの波ミを讃えミ休むことのない星の世界も，あらゆる生物
も光を呼吸しミと光の讃歌で始まるミ夜の讃歌ミは，ご夜の闇ミヘ,死というご永遠の生､
へ進む。その点で，同じ光りの表現でも，カロッサのはゲー テ的な方向にあるといえる
だろう。Bertramがノヴァー リスの神秘思想を一つの影響として述べているが，根本的
には，逆の方向にあるのだ。ノヴァー リスの詩と同じような主題のミ死の讃歌､におい
てさえ，カロッサは，死の中から生を求めている，
ご太陽よ…………
夜の中にいるときも，おんみが
実想に充ちていることを私は想う，おお太陽よ1ミ （ご死の讃歌ご）
と。これはもう，ノヴァーリスの姿勢ではない，ゲーテの晩年の詩にそっくりである。
さて前回に上げたミDerMorgengangミをもう一度見よう。
ごおお太陽よ’おんみの光の中で私はなんと安全なことか。
来れ，来れ，延べ拡げよ，おんみの全部の輝きを，
わがために点火せよ，消えぬ暁の火，
霊達の世界の火をノわが究極の
無言の容質から，穀をはぎ捨てよノ
●●●●●●●●●●●●●●●●□●●●□●●●
火と輝く，｜峰から，高く，高く，
わが頭上を高く，はり裂け，笑い，
谷間まで射し入る，第一の光りの矢，
夢みる梢えが驚き震え，森全体が目覚める，
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そして谷底で，町と河とが，あんなに
小さく火花を放ちながら起き上る，－
燃え立つ霧のもつれから。
空よそして地よI私に生を与えよノ生を！
そして祝福せよ，わが手をノ
わが手の中におんみ自身を祝福せよ八・
さて，我々は，もう一つ次の詩句を読んでこれと比べてみよう。
きみらの眼をよるこぱしたのは，､むしろ，それにもまして，
ダルナベントの数知れぬ峯から，
朝の翼にのって，弓形にのぼってくる
太陽ではなかったか。……………………私は，感じた，
千度も感じた，私の生涯の多くの日に
のぼりくる太陽に，この身が高く運ばれるのを。
●●●●●●●●、●､●●●●●■●●●●
だが，その火の輪が全き姿を現わして昇ると，
私は眼がくらんで，闇に立つように立ちつくし，
胸を打ち，生気を吹き返した四肢を，
額を真先にして，大地に投げ打った。
新しく生れ出た者が，無邪気に手を動かすとき，
ただちに，その子を太陽に向け，
肉体と精神とに，日の洗礼をほどこせ，
ゆくゆく，その子は，朝毎，祝福を感じるだろう。
■●●●●●●●●●●●●●●●●●C●●
ゼントルートの岸べをはなれて，
はばたいて，ダルナヴェントの峯にのぼろう。
太陽ののぼる時，歓喜して，それを迎え，
その高みから，永遠に，きみらに祝福を与えるためにミ
これは，いうまでもなく，ゲー テの、West-6stlicher･DivanミのミVermachtniS
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altpersischenGlaubensミの詩句である｡Bertramが指摘し,Ibelが認めているようにハ
カロッサの詩には,､Divanミの思想が各所に見られるが，特にこの､Vermachtnis
altpersischenGlaubensミはカロッサの光の表現に大きな影響を与えているように思わ
れる。光の表現はMombertの詩の影響もあろうが,このご古代ペルシヤー ミのミ太陽
の光の洗礼をうけて生を感ずるぐという主題は，カロッサの詩の主題となって展開して
いることが実に多いからだ。さて上の詩を比べた時，太陽の出てくる情景と詩人の心の
動きを力強く表現している点ではカロッサの方であろう。だがそれは，一直線の生の
横溢で，一本調子である。ゲーテの詩句はそれに対して，なんと自由な発想をしている
ことかご火の輪がのぼると，私は眼がくらんで闇に立つように立ちつくし，胸を打ち，
生気を吹き返した四肢をなげうって大地にひれふすミという詩句は，ご空よそして地よ／
私に生を与えよ！生をノそして祝福せよ，わが手をJわが手の中におんみ自身を祝福せ
よ八と比べた時，両者のたたみかけるようなリズム感は似ているが，カロッサの方が
直線的な緊張感はあるが線が細い。ゲー テの方がおだやかなリズムの流れにも拘らず起
伏は大きくダイナミックである。両者の詩は象徴的なRealismusにつらぬかれている
点で似ているのであるが，ゲーテの方がはるかに自由な発想をし，大きなものを感じさ
せる。ご生気を吹き返した四肢を，額を真先に大地になげうつミという表現には，一切
の生を，存在を，太陽に，大地にゆだねるという東洋的な大きな自由がある。その点で
はカロッサの方は（前回に）指摘した通り詩作意志が先立って大きく構える余りそんな
自由さがない。同じ時期の詩ごErlebnisミでご羊歯の一株が育つ姿ミを，
とか
ご縁の遠い，下等な一つの生の展開が
君に全く近い血縁のものとして実感される。ミ
ミ君は理解する，母の霊を。
母の霊は，君自身をつらぬき流れていると同様に君の同胞の中のいち
ばん遅鈍なものを神々しく貫ぬき流れている。ミ
とうたっている時，そこにも（前回に）詩作意志の発露を見てとられたのであったが，
ゲーテの同じような詩，…………
けれどもますます内部から熟してきて，
褐色の核はふくらみ，
大気にあたろうとし，
太陽を見たがっているのです。
穀ははじけ，実はとび出て，
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よるこばしげに，こぼれ落ちます。
そのように私の歌もおちていきます，
あなたのふところに，つみ重なって。､（ズライカの書）
という，情況は違っても主題は同じ詩句と比べた時，カロッサの方はなるほど，充実した
詩句であって，むしろゲーテの格言を思わせるほどである，小さな羊歯にも，かくのご
とき生の意志をうたうとは。これはIbelが指摘しているように，むしろ，シュテフター
を思わせるものである。だが，同じような発想のこれらの詩の中，充実しているからと
いってごErlebnisこの方がいいと必ずしもいい切れない。充実しているだけで詩の自由
さがない。つまり詩の大きさを感じさせない。ズライカのうたう詩句は,､Erlebnisミ
よりもつまらないと思うのだがごVermachtnis……ごと同じく，大上段に構えることの
ない自由な詩心を感じた時，やはり詩の大きさというものが感じられるのだ。
さらにそれらと並んで、Divan、の中の詩ミSeligeSehnsuchtミほどカロッサの詩に影
響を与えたものはない。カロッサの中期の詩は，実にこの詩の思想に貫かれ，その思想
の展開であった。一一静かにろうそくがともると，不思議な思いにおそわれてミh6herer
Begattung(より高い結合）ミヘの新たな欲望にかりたてられて，蛾は火に飛び込んで焼
かれる，－ミ死ねそして生れよぐ、この言葉をもたぬ限り暗いこの地上で悲しい客人
に過ぎぬミというこの有名な言葉は，次に上げる一連のカロッサの詩の中心思想になっ
ていることを見るだろう。
､この地上で結ばれないものは，どこにも結ばれない，
愛が地上の時間と，行いと幸福の中へ
緊張して進み入るその度合だけ，
愛は永遠の生成の中で深く生み作るのだぐ
（ごわれらは，永遠なこだまミ）
､愛は，最後の柔順を求め，
私は，幽暗な呼び声に信頼を持ち，
生む行いの深い戦傑の中でもなお，
憧れを感じ，更に先の段階を予感する（ご愛から愛ヘミ）
ミ終結は存在しない，
白熱する奉仕が存在するだけだ
みずから燃え滅びつつ，
われらは光を放射して送るのだミ（､秘密ミ）
ﾐさあ恋人よ，われらはもっと偉大なことをしよう。死の歓喜に充たさ
塾｡つ……。われらは，あこがれの最後の浅頼を塞いで，
rカロッサの詩について」
まどろみの中に，一層実って，生れ変ろう。
豊かな生が目からを胴うとするのだ，
愛するものの中へ自由に入って死んで，
新たな調べとなって藤えろうとするのだぐ（､愛の神秘、）
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さらにまだ，上げればいくらでも，カロッサの詩の中に，このようなミ死して成れミの
言葉の思想が展開されているのを見るであろう。それが，ご蛇の口より光を取れミとか
唱から燃えつつ光りを放射する、とか、甲虫が息づかぬ彫刻の肉体を，息づく者らの
熱い世界へ連れ戻すミ（奄神秘な風光こ）とかいろいろの象徴でうたわれている。前に
も言及した如く，それはいずれも，カロッサが，エロスの根源的な力,Damonをより
高い愛へ昇華する愛のあり方を根本的な思想にしてのことである。だがいろいろの象徴
の形を取っているも拘らず，あまりにもご死して成れミの思想一つのみにつらぬかれて
いて，しかも観念的な詩句が実に多い。言ってよければ，このゲーテの詩句を，カロッ
サはいろいろの形に展開させたにすぎないのだ。しかも観念的にである。
中期の詩のそんな展開に対して，晩年のカロッサの詩はどうであろうか。
ミDasMadchenvonDobrowlanyミの少女が，戦場の只中に死者に経帷子を着せるとい
うあのご光の衣ぐや，一面戦場と化していく畑にとうもろこしの種を蒔く少年の姿は，
やはり、Stirbundwerdeミの一変形ではあろうが，それを越えた，無意識裡の姿が表現
されている。又Nazis政権下の詩句ご星の姿がもう一度明るくきらめいては消えてい
くミは明らかに中期のものと同じく、Stirbundwerdeミの象徴に外ならず，表現はつま
らないがその詩の他の部分ご枝の雪の中を音もなく，暗い越冬の烏たちがするりするりと
飛ぶ,ミや詩､ImaltenHausebeimBahndamm、､DieGefangeneundderalteMann,
を見た時，ささやかではあっても，厳しい中に愛をうたわないでいられない老詩人の姿
の象徴を見てとれたのであった｡Nazis政権にあって詩作したものの中にはそんな，
ゲーテの詩句の単なる展開でないものが目立って多いのである。ミ暗い越冬の烏ミや
、Marz-Anfangミの地蜘蛛の生命の動きに感動してうたう時，又詩〃死の風にふれられ
ながらミの中で雪の戦場が描かれる時，そこには独特の象徴的なRealismusが感じら
れると|司時に独特の深い静けさを感じさるのである。
ごレモン黄のまるめらの樹の上に，
いち早く，雪がちらちら降る。
小さな子供が自分の橇を持ち出したがる。
だがごらん，あの下の湖を。
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そこには，半ば消えかけた火の煙が出て，
その火の前に兵士らが立っている。
農婦が戸の開いた納屋から外を
のぞきながら，片手を耳にあてている。
近くも，遠くもなく，うつるに反響して，
射撃の音がゆっくりとつづく………ミ。（ご死の風にふれられながらミ）
中期の詩に見られないrealistischな筆致であり，おそろしいほどの静けさがある。それ
は，ゲーテの思想の単なる展開をはるかに越えているのだ。ご捕われの女達ミがうたう
悲痛なひびきは，その独特のRealismusにつらぬかれていて，しかも，カロッサ独特の
暖かいHumanismusがある。、夕べの国の悲歌ミの破壊されていく都の風景は，極めて
Realであり，ミ予言者であるよりおんみの友でありたいミとかミ夜ミの姿のRealismus
の中にもHumanitatをうたうカロッサ独特の詩風がうかがえるのである，これには医者
という身が大いに関係しているかもしれない｡Naturの領域であれ，人間の領域であれ
どんな暗い境遇にあっても,heilsamな，いやheilendな姿勢でHumanitatをうたう
のは独特のものである。勿論，この詩の中にもゲーテ的な詩句は見出せるのであって，
ﾐ枯れそうなひまわりを育てるぐという比喰は,､AndasUngeboreneミの中の祖先の一
人が敵の手から牛を救う故事に似て，ミ苦難の日に正しいものを守って耐えしのベミと
いう、Stirbundwerde､の根本思想が根強く展開しているのを見のがせないが，概し
て，それは,初期や中期の詩のように大上段に構えた理屈や観念におちいるのではなく，
どちらかというと無理のない象徴に表現されている。晩年の詩にはそれが多い。戦場に
なっていく町の防空壕に一人読書にふける少年とか，じっと耐え忍ぶ「夜」の姿とか，
自分の罪でもないのに祭壇にあたって傷つく烏とかは，自然な姿の象徴に昇華されてい
る。それはNazisの目を逃れるための非常手段のなせるわざだったかもしれない。が，
その必要のなかった､SterniiberderLichtungミの詩句を見る時，カロッサの晩年の円
熟を認めないわけにはいかないのである。
、われらは仕事を休まねばならない。われらの時節は過ぎ去った。
われらは，外に出て，年輪をかぞえ，
やにのぎつい匂いに半ば酔う………ミ。
この詩の終りの節は，前に指摘したように，何回も繰返されたゲーテの詩句であるが，
上に引用した詩句は，本来のカロッサの詩風を示し，その人柄を，そして深い落着きをほ
うふつと感じさせるものである。ここには，初期の，中期の，生と愛の意義を大上段に
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構えて，観念的にうたっては，理屈にのみ走るそういう詩風は全くない。自然の，飾りの
ない落着きが,老境の詩人の深い世界観が感じられる。カロッサが亡くなる少し前，5篇
ばかりの詩を残した｡それらはいずれもそういう独特の詩風を示しているものである。
、聖なる山よ’おんみは，かすかに，
風化し，砂と化していく。
花崗岩の茸の上に，
私はもう一度，手をのせる。
春風につつまれて，
私は，自分の脈打つ血を通して，
私が，すばやく消滅していくことを，
おんみのゆっくり変っていく中に，感じとる。ミ
これはミ初春の庭を行くミ（1956年3月）と同じく，中期の詩とは違って，思想詩では
ないのだが，深い味わいをもっている◎岩の上においた手の血管を通して，自然の，目に
見えぬ大きな変転を感じ，同時に，その変転の中へ，移り変る人間つまり自分をすっか
り同化してしまっている。その飾らない詩句に，自然との一体化がなんと自然な形で表
現されていることか。我々は深い感動にとらわれるのである。私は，カロッサの詩人と
しての本来の力量をここに認めたい。晩年の詩作は，その意味で，ゲーテの自由な詩作
態度に匹敵出来るものではないだろうか。
光の象徴を中心に全体を考察した結果は次のようにいえるだろう。初期は，詩作意志
の横隆から，中期は愛の力Damonを昇華することからゲーテのごDivanミの詩句の思
想を主題に，思想詩といってよいほどの詩句を展開している時，それはゲーテの模倣であ
ったろうが，晩年には（勿論それがいたるところに見られはするが）独特のRealな筆致
で象徴的な詩を展開した時，それはゲーテの単なる模倣の域を越えているとみなければ
ならない。そして老詩人の心境を自由な作風で描くことが出来た時，それは真の意味で
ゲーテの後継者といえるだろう。
表現主義と時を同じにして詩作し，しかもきわめてRealな自由な詩も作ることが出
来たにも恰らず，同時代の詩人達の詩風と異にした（この点，今回は紙面の都合で論ず
ることが出来なかったが）のは，このようにゲーテの思想に，人間に，あまりに依存して
いたこと，というよりカロッサの資質があまりにゲーテを受け継ぐ基盤をもっていたこ
とによるのであろう。それには医者という職業の故とも出来ようし，又カロッサのミ想
像力の欠如ミを指摘する人もいる。がいずれにしてもカロッサ自身は確信をもって，ゲ
ーテ的な詩を作ったのである。それは良い意味でも悪い意味でもIbelがいう、Mensch
derMitteミであったのだろう。
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